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研究成果の概要（和文）：本研究は，歴史教育を通じた「日本人」としてのナショナル・アイデ
ンティティ（国民意識）形成の論理を，１９４５年を画期とする戦後の学校教育，とりわけ小
学校の歴史教育を主な分析対象として明らかにしたものである。戦後歴史教育は，一貫して子
ども達に国民意識を植え付けるための装置として機能してきており，それゆえ抜本的な改革が
行われてきていないにもかかわらず，今日に至るまで教育課程上に確固たる地位を築いてきて
いる。 
 
 
研究成果の概要（英文）：This research is clarifying of the logic of the National identity 
formation in the history education on Postwar Japan. The history education consistently 
plants the national consciousness in children, therefore, has built a firm position on 
the curriculum after the war though has not been done a drastic reform until extending 
to the present. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 わが国において社会科が成立してから６
０年が経つ。その間，わが国の社会科教育学

研究は，アメリカ合衆国などの先進的な国々
に学ぶことによって著しく進展した。しかし
「地理」や「公民」とは異なり，「歴史」に
関しては，優れた教育論（歴史を教えること



を自明視し，あくまで時系列に従った固定的
な内容編成を志向する教養主義的な歴史教
育論ではなく，現在社会を理解するための一
手段として歴史を位置付け，必ずしも時系列
に従うのではなく，現在の社会問題などをベ
ースにした内容編成を志向する実用主義的
な歴史教育論）が紹介され，それらに基づく
カリキュラムや実践が提案されてきたにも
関わらず，抜本的改革は未だになされていな
い。 
なぜわが国においては「社会認識を通して

市民的資質を育成する」教科としての社会科
の機能と目的を達成するための「手段」とし
て，歴史教育が位置付けられてこなかったの
か。なぜわが国においては社会科教育学の世
界で絶え間なく主張された実用主義的な「社
会科歴史」としての歴史教育のあり方は実現
されてこなかったのか。それにもかかわらず，
なぜ今日においても，歴史教育は教育課程上
に確固たる地位を占め続けているのか。この
問いはわが国における歴史教育改革の前提
となる極めて重要な問いであると考えられ
るが，理想の歴史教育のあり方を求める研究
が主流となる中で看過され，そこにアプロー
チしようとする研究はなされてこなかった。 
2006 年 12 月，戦後教育のあり方を規定し

た「教育基本法」が改正された。この改革の
名分として，戦後教育においては「日本人」
としての意識を涵養しようとする側面が欠
如していたと何度も述べられてきた。しかし
本研究はそれとは正反対の結論を導くこと
が予想される。学習指導要領レベルでは何度
も改革が行われたものの，歴史教育は一貫し
てナショナル・アイデンティティ形成の機能
を維持していることが予想され，その論理は
本研究を通して解明されよう。 
歴史教育改革は，本研究の成果を踏まえた

上で論じられなければ，どのような意義のあ
る教育論であったとしても机上の空論に留
まる。本研究の意義は，歴史教育改革の前提
となる基本的な，しかしこれまで看過されて
きた点についての新たな知見をもたらそう
とするところにある。 
本研究は上記のような研究的背景のもと

で遂行された。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は上記の問いに対して「ナショナ
ル・アイデンティティ形成」，「集合的記憶（国
民的統合の物語）の創出と忘却」を視点とし
て仮説的に設定しアプローチしていこうと
するものであった。 
これまでの研究の中では，戦前の歴史教育

の展開を，その時々の国家が要請する国民的
統合の物語のあり様に応じて，歴史教育内容
が修正されていった過程として読み解いて

いく中で，歴史の学習を通したナショナル・
アイデンティティ形成のストラテジーを解
明してきた。そこでは，過去と現在とを一貫
する歴史と捉えさせる時系列に沿って内容
を編成し，現在の国家のあり様は歴史的必然
性の上に成り立っているとする物語を学ば
せることで学習者に国民として意識を涵養
しようとするものになっていた。そのような
戦前と決別したはずの戦後において，数回の
学習指導要領の全面改訂の中，国民的統合の
物語の創出と忘却の機能はいかなる論理に
よって維持されてきたのか。 
本研究においてはこれまでの研究成果を
踏まえて，学習指導要領やそのもとで執筆さ
れた教科書，それらをもとに行われた授業実
践を分析することでその点について迫って
いくことをめざした。 
これまで戦後の歴史教育について，ひとつ
の視点から体系的にその展開を論じた研究
はなされてきていない。その体系的研究は
「社会科歴史」の理念とは相反する，しかし
わが国においては，歴史教育に期待されてき
た（と予想される）「ナショナル・アイデン
ティティ形成」を視点になされることが，よ
りよい歴史教育のあり方を論じそれを実現
していく上で最も重要である。 
 
３．研究の方法 
先述した課題に対してアプローチしよう
とすれば，複数年にわたって継続的に研究を
進めていく必要がある。本研究においてはそ
の基礎的段階として，まずはすべての学校段
階の基礎となる小学校を対象に，また分析対
象を学習指導要領と教科書に焦点化し，次の
二点に着手する。 
第一に，分析対象となる小学校用の歴史教
科書の選定及び収集である。本研究において
は，下記の４つの基準から分析対象となるべ
き教科書を選定する。 
 
①１９４７（昭和２２）年の社会科成立以
前，系統的な歴史学習が行われていない
昭和２２年版学習指導要領の時期につ
いては，二種類の文部省著作の教科書，
『くにのあゆみ』(昭和２１年)と『日本
のむかしと今』(昭和２３年)を取り上げ
る。 
②昭和２６年版学習指導要領の時期以降
については，指導要領の全面改訂直後の
検定教科書を取り上げる（同じ指導要領
の間は誤植等を除いて内容は変更され
ないため）。 

③本研究の成果を踏まえて，将来的には学
校段階による比較検討をめざすため，
中・高との比較が可能な日本史的内容の
教科書（指導書も含む）を取り上げる。
 



 
第二に，学習指導要領レベルでの分析とと

もに，収集した教科書について，全体構成レ
ベルでの比較分析，すべての教科書において
取り扱われている小単元（例えば「明治維新」
など）を事例に記述構成を分析し，戦前との
比較を意識しながら，それぞれがどのような
歴史認識の形成を通してナショナル・アイデ
ンティティを学習者に涵養しようとするも
のになっていたのかを実証的に解明し，各期
の特殊性と戦後に一貫する共通性を抽出す
る。 
 
４．研究成果 
収集した教科書を分析し，戦後歴史教科書

に共通する特質を，下記のように抽出するこ
とができた。それを，分析対象の一つであり，
戦後歴史教科書のスタートに位置付く『くに
のあゆみ』を事例に述べると下記の通りであ
る。 
戦前の教育，とりわけ歴史教育は，国家の

ために命を投げ出すことを是とする国民を
育成するための中核的な役割を果していた。
それは，国家主義的な解釈に基づいたひとつ
の歴史の流れを，絶対的な真理として教え込
んでいくためのものになっており，その内容
は，古代から現代に至る一貫した歴史の流れ
＝「縦の歴史」に徹底したものになっていた。
それは，連綿と続く伝統を，厳然たる事実と
して教えることで，学習者である子どもに，
国民としての生き方を学ばせようとするも
のであった。 
いうまでもなく，戦後の新教育は，戦前の

教育の反省の上に立ち，自主的自立的な思
想・生き方の形成を支援するところをねらい
としている。その学習原理とは「批判的思考」
である。与えられた物語やそこに付与された
意味を事実として無批判に受容していくの
ではなく，それを「学習内容」として捉え，
批判的に理解し，時にはそれに対抗していく
ことで，自らの思想や生き方を自立的に選び
取っていくことができる力を育成するとこ
ろにある。事実，そのような力を育成する教
科として「社会科」は成立していく。新教科
である社会科が成立する以前においても，
『くにのあゆみ』では歴史学習の目標を「歴
史の批判的理解」に定めていた。つまり，戦
前の反省の上に立って新しい歴史学習を志
向するという点では，社会科の理念を先取り
しようとしていたといえる。そして『くにの

あゆみ』においては，その内容レベルにおい
ては，転換した国家体制に相応しい新しい国
家物語が創出されていた。 
しかし，それをどのように学ばせるのかと
いった学習方法のレベルにおいては，戦前に
おける「歴史物語による教化」を維持するも
のになっていた。その論理的帰結は，『くに
のあゆみ』においては，戦前期の歴史教科書
である『初等科国史』がそうであったように，
創出された新しい歴史物語を，古代から現在
へと至る，因果的関連の総体としての歴史と
して捉え，それ自体を事実として学習するこ
とによって，現在と歴史との連続性を理解さ
せ，望ましい生き方を身に付けさせようとす
るものになっていたといえる。 
『くにのあゆみ』が想定している歴史学習
の特質とは，古代から現在へ至る，すでに解
明された因果関係の総体としての歴史（＝創
出した新しい「民主国日本」の歴史物語）を
それ自体として学習させる，というものであ
る。そこでは，古代から現在へと連続した歴
史の発展過程，つまり「縦の歴史」がすでに
教える側に想定されており，それは「教育内
容」として意図されている。学習者である子
どもは，それ自体を事実として学ぶことによ
って，歴史と連続するものとして，現在社会
のあり様を認識していくことになろう。結果
としてそれは，新しい国家体制を支えていく
ために求められる国民的な心情を子どもた
ちに育成する，「時間的社会趨勢学習」とも
いうべきものになっていたと考えられる。 
民主国日本に相応しい新しい歴史物語を
提示した『くにのあゆみ』の内容から想定さ
れる歴史学習は，歴史的事象そのものが持っ
ている因果的関連の総体を，歴史と捉え，そ
れに沿って古代から現在へと，順序よく学習
させることとして捉えることができる。それ
は，歴史が現在に生きる子どもたちに生き方
を示唆するという，原理的には戦前のそれと
同質のものであった。 
このような性格は，基本的に戦後各期の歴
史教科書にも共通して見られる特質であっ
た。それぞれの時期の歴史教科書において，
取り上げられる歴史的事象や人物は，下記の
表１のような形態で断続的に修正がなされ 
 

表１:歴史教育内容修正の諸類型 

１ 維持 

２ 削除 

（１）不適切な部分の削除 

（２）適切な部分を追加 ３ 修正 

（３）解釈自体の修正 

４ 追加 

④「教師の支持の高低」「全国レベルでの授
業への影響力の高低」と読み替えること
ができる採択シェアが上位（概ね下記の
３社とするが，教育出版，光村図書のも
のも同時に収集し，分析結果の検証素材
とする）の教科書出版社の一般的教科書
を取り上げる。 



ていったものの，教科書が子ども達に育成す
る歴史認識の内実や認識形成の論理は一貫
していた。 
つまり，日本という国家の存在を自明視し，

それを過去に投影することで，その存在を歴
史的な必然性をもつものとして子ども達に
教授しようとするものになっており，その意
味で，戦後歴史教育は，戦前のそれと同様に，
子ども達のナショナル・アイデンティティの
形成に大きな貢献をしてきていたといえる。 
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